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ハスモンヨトウ、オオタバコガの発生が多いため 

早期発見、早期防除に努めましょう！  

ハスモンヨトウとオオタバコガのフェロモントラップによる総誘殺数（７月第４半旬まで）は、

ハスモンヨトウでは県内 10 地点の内７地点、オオタバコガでは、県内７地点の内６地点で平年よ

り多い状況です。 

気象庁の１か月予報によると（７月 24 日発表）、今後１か月の平均気温は平年より高い見込み

です。今後も両種の増殖や活動に好適な条件が続くと予想され、発生の増加が懸念されます。 

ハスモンヨトウとオオタバコガは、幼虫が大豆、野菜類（いちご、なす、トマト等）、花き類

など幅広い農作物を食害する重要な害虫です。ほ場内の発生状況をこまめに確認し、早期発見、

早期防除に努めましょう。 

 

 

図１ ハスモンヨトウの総誘殺数※（６月第１半旬～７月第４半旬）の平年との比較 
※ 宇都宮市のみ４月第１半旬～７月第４半旬の総誘殺数。平年は、過去 10 年の平均値。 

  

図２ オオタバコガの総誘殺数（６月第１半旬～７月第４半旬）の平年との比較 
※ 宇都宮市のみ４月第１半旬～７月第４半旬の総誘殺数。平年は、過去 10 年（壬生町は８年）の平均値。 

 

２ 防除対策 

（１）ほ場内外の除草の徹底（雑草は生息場所となるため）。 

（２）施設栽培では、開口部に防虫ネットを設置。黄色灯や緑色灯の夜間点灯も被害抑制に有効。 

（３）被害の早期発見（幼虫の食害痕や虫糞を目安にほ場をよく観察する）。 

（４）ほ場内からの除去、捕殺（ハスモンヨトウの卵塊や分散前の幼虫、オオタバコガの被害果実

等は見つけ次第速やかに除去、老齢幼虫は捕殺）。 

（５）発生が確認された場合には、「栃木県農作物等病害虫雑草防除指針」を参考に、農薬登録   

情報をよく確認して防除。 

https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/top/tochigi


３ 注意点 

（１）幼虫の齢期が進むと、ハスモンヨトウでは薬剤が効きにくくなり、オオタバコガでは茎や果

実の内部に潜り薬剤がかかりにくくなるため、若齢期の防除を徹底する。 

（２）薬剤感受性の低下を防ぐため、IRAC コードの異なる薬剤のローテーション散布の実施する。 

（３）オオタバコガでは、果実や花芽等の組織内部に食入した幼虫が多い場合は、浸透性の高い薬

剤を散布するか、浸透性を高める機能性展着剤を利用する。また、摘芯や摘蕾及び摘果等に

より生じた残さに寄生している可能性があるため、残さはビニル等へ入れ、ほ場外に持ち出

し、発生源にならないよう適切に処分する。 

（４）いちごではＢＴ剤の防除効果が劣る場合があるため注意する。 

 

     

写真１ ハスモンヨトウの   写真２ ハスモンヨトウの   写真３ ハスモンヨトウの幼虫 

卵塊             分散前の幼虫 

     

写真４ オオタバコガの卵    写真５ オオタバコガの幼虫 写真６ オオタバコガによる 

トマトへの食入 

詳細は、防除課（℡028-665-1244）までお問合せ下さい。 

病害虫情報発表のお知らせは「農業総合研究センターホームページ」、 

 「栃木県農政部 X」でご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【センターHP】 

 

https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/index.html
https://x.com/tochigi_nousei?ref_src=twsrc%5Egoogle%7Ctwcamp%5Eserp%7Ctwgr%5Eauthor

